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平成26年9月まで
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疾患制御研究部門

疾患モデル創成分野　教授（併）　　清野研一郎
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免疫機能学分野　　　教授（併）　　近藤　　亨
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センター長（併）田中　一馬

准教授　　　地主　将久

特任助教　　林　　隆也

博士研究員　米田　明弘
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ムハンマド・バグダーディー
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准教授　　　瀧本　将人

−　6　− −　7　−

４．職員　　（平成 25 年 12 月 1 日時点において在籍した者）



所長　　　　　　　髙岡　晃教

副所長　　　　　　清野研一郎

 

病因研究部門

RNA生体機能分野 教授　　　　廣瀬　哲郎

助教　　　　岩切　　大

博士研究員　萬年　太郎

博士研究員　中條　岳志

博士研究員　川口　哲哉

非常勤職員　田畑亜矢子

幹細胞生物学分野　　教授　　　　近藤　　亨

准教授　　　濵田　淳一

助教　　　　飯笹　　久

助教　　　　森口　徹生

博士研究員　大津　直樹

博士研究員　鈴木健一郎

研究支援推進員　梅澤　沙織

分子生体防御分野　　教授　　　　髙岡　晃教

助教　　　　早川　清雄

助教　　　　佐藤　精一

嘱託職員　　吉田　栄子

博士研究員　亀山　武志

非常勤職員　名越友里恵

分子免疫分野　　　　教授（併）　　清野研一郎

技術専門職員　木村千恵美

病態研究部門

癌生物分野　　　　　教授　　　　野口　昌幸

講師　　　　水津　　太

技術専門員　平田　徳幸

博士研究員　松田－

　　　　　　Lennikov 真美

非常勤職員　菅野　　桂

感染病態分野　　　　特任教授　　志田　壽利

准教授　　　大橋　　貴

助教　　　　陳　　　晶

博士研究員　張　　険峰

研究支援推進員　小林　尚子

非常勤職員　奥田　靖子

分子腫瘍分野　　　　教授　　　　藤田　恭之

助教　　　　梶田美穂子

助教　　　　昆　　俊亮

技術専門職員　石川　　晋

博士研究員　山内　　肇

博士研究員　北本　　祥

非常勤職員　菅沼　　瞳

非常勤職員　西川　敦子

免疫生物分野　　　　教授　　　　清野研一郎

講師　　　　香城　　諭

講師　　　　和田はるか

学術研究員　草間　千枝

研究支援推進員　岡部　レイ

疾患制御研究部門

疾患モデル創成分野　教授（併）　　清野研一郎

助教　　　　富岡　幸子

助教　　　　森岡　裕香

非常勤職員　佐々木規子

免疫機能学分野　　　教授（併）　　近藤　　亨

（平成25年9月まで　　准教授　　　北村　秀光

　　免疫制御分野）　 助教　　　　喜多　俊行

研究支援推進員　西内　亜衣

分子間情報分野　　　教授　　　　田中　一馬

助教　　　　山本　隆晴

助教　　　　佐野　孝光

研究支援推進員　伊藤絵里子

非常勤職員　栗林　朋子

寄付研究部門

プロバイオティクス・イムノロジー研究部門

特任教授　　宮崎　忠昭

博士研究員　中川　久子

博士研究員　馬場　一信

非常勤職員　松原　由美

非常勤職員　石神かおり

附属動物実験施設

教授（併）　　清野研一郎

助教（併）　　富岡　幸子

助教（併）　　森岡　裕香

技術専門職員　尾関　祐一

技術専門職員　室田　宏之

非常勤職員　渡辺　幸子

非常勤職員　美馬　紀子

附属感染癌研究センター

センター長（併）田中　一馬

准教授　　　地主　将久

特任助教　　林　　隆也

博士研究員　米田　明弘

博士研究員

ムハンマド・バグダーディー

非常勤職員　山階　維騎

非常勤職員　坂井　香織

非常勤職員　伊藤　鮎子

共同利用・共同研究推進室

室長（併）　　濵田　淳一

技術専門職員　山口　　桂

非常勤職員　伊藤　鮎子

研究支援推進員　櫻井　　希

融合プログラム連携室

准教授　　　瀧本　将人

医学系事務部

事務部長　　　　　　　　　　　　山内　一昭

総務課長　　　　　　　　　　　　成澤　顕久

会計課長　　　　　　　　　　　　長野　剛志

総務課長補佐　　　　　　　　　　菅原　暢廣

総務課長補佐　　　　　　　　　　鴨志田敏則

庶務担当　　　　　　係長　　　　伊藤　美香

主任　　　　西村　公子

一般職員　　小川　雅史

事務職員　　野入由起子

事務補助員　松原　和美

事務補助員　藤木　三香

事務補助員　柿木　祐味

人事担当　　　　　　係長　　　　小倉　健二

主任　　　　寺下　雅子

主任　　　　久保　明啓

事務補助員　春日　純子

事務補助員　斉藤　利奈

事務補助員　藤井　映美

医学系教務担当　　　係長　　　　鈴木　百江

主任　　　　安達　孝徳

主任　　　　蜂谷　真央

事務補助員　田中　貴子

大学院教務担当　　　係長　　　　原田奈緒子

事務職員　　中島香寿美

事務職員　　増井　啓太

事務補助員　川口麻里子

最先端研究開発支援プログラム担当

係長　　　　木村　一男

事務補助員　山本麻い子

事務補助員　三鹿　晶子

会計担当　　　　　　係長　　　　松橋　和哉

主任　　　　吉田　裕子

事務職員　　熊木　弥広

事務職員　　但田　亜澄

事務職員　　藤田こゆき

事務職員　　細木　直大

事務補助員　西村　李恵

外部資金担当　　　　係長　　　　中川　雅貴

主任　　　　押田　亜希

事務職員　　窪寺　倫子

医学系事務部

事務部長　　　　　　　　　　　　山内　一昭

総務課長　　　　　　　　　　　　成澤　顕久

会計課長　　　　　　　　　　　　長野　剛志

総務課長補佐　　　　　　　　　　菅原　暢廣

総務課長補佐　　　　　　　　　　鴨志田敏則

庶務担当　　　　　　係長　　　　伊藤　美香

主任　　　　西村　公子

一般職員　　小川　雅史

事務職員　　野入由起子

事務補助員　松原　和美

事務補助員　藤木　三香

事務補助員　柿木　祐味

人事担当　　　　　　係長　　　　小倉　健二

主任　　　　寺下　雅子

主任　　　　久保　明啓

事務補助員　春日　純子

事務補助員　斉藤　利奈

事務補助員　藤井　映美

医学系教務担当　　　係長　　　　鈴木　百江

主任　　　　安達　孝徳

主任　　　　蜂谷　真央

事務補助員　田中　貴子

大学院教務担当　　　係長　　　　原田奈緒子

事務職員　　中島香寿美

事務職員　　増井　啓太

事務補助員　川口麻里子

最先端研究開発支援プログラム担当

係長　　　　木村　一男

事務補助員　山本麻い子

事務補助員　三鹿　晶子

会計担当　　　　　　係長　　　　松橋　和哉

主任　　　　吉田　裕子

事務職員　　熊木　弥広

事務職員　　但田　亜澄

事務職員　　藤田こゆき

事務職員　　細木　直大

事務補助員　西村　李恵

外部資金担当　　　　係長　　　　中川　雅貴

主任　　　　押田　亜希

事務職員　　窪寺　倫子
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所長　　　　　　　髙岡　晃教

副所長　　　　　　清野研一郎

 

病因研究部門

RNA生体機能分野 教授　　　　廣瀬　哲郎

助教　　　　岩切　　大

博士研究員　萬年　太郎

博士研究員　中條　岳志

博士研究員　川口　哲哉

非常勤職員　田畑亜矢子

幹細胞生物学分野　　教授　　　　近藤　　亨

准教授　　　濵田　淳一

助教　　　　飯笹　　久

助教　　　　森口　徹生

博士研究員　大津　直樹

博士研究員　鈴木健一郎

研究支援推進員　梅澤　沙織

分子生体防御分野　　教授　　　　髙岡　晃教

助教　　　　早川　清雄

助教　　　　佐藤　精一

嘱託職員　　吉田　栄子

博士研究員　亀山　武志

非常勤職員　名越友里恵

分子免疫分野　　　　教授（併）　　清野研一郎

技術専門職員　木村千恵美

病態研究部門

癌生物分野　　　　　教授　　　　野口　昌幸

講師　　　　水津　　太

技術専門員　平田　徳幸

博士研究員　松田－

　　　　　　Lennikov 真美

非常勤職員　菅野　　桂

感染病態分野　　　　特任教授　　志田　壽利

准教授　　　大橋　　貴

助教　　　　陳　　　晶

博士研究員　張　　険峰

研究支援推進員　小林　尚子

非常勤職員　奥田　靖子

分子腫瘍分野　　　　教授　　　　藤田　恭之

助教　　　　梶田美穂子

助教　　　　昆　　俊亮

技術専門職員　石川　　晋

博士研究員　山内　　肇

博士研究員　北本　　祥

非常勤職員　菅沼　　瞳

非常勤職員　西川　敦子

免疫生物分野　　　　教授　　　　清野研一郎

講師　　　　香城　　諭

講師　　　　和田はるか

学術研究員　草間　千枝

研究支援推進員　岡部　レイ

疾患制御研究部門

疾患モデル創成分野　教授（併）　　清野研一郎

助教　　　　富岡　幸子

助教　　　　森岡　裕香

非常勤職員　佐々木規子

免疫機能学分野　　　教授（併）　　近藤　　亨

（平成25年9月まで　　准教授　　　北村　秀光

　　免疫制御分野）　 助教　　　　喜多　俊行

研究支援推進員　西内　亜衣

分子間情報分野　　　教授　　　　田中　一馬

助教　　　　山本　隆晴

助教　　　　佐野　孝光

研究支援推進員　伊藤絵里子

非常勤職員　栗林　朋子

寄付研究部門

プロバイオティクス・イムノロジー研究部門

特任教授　　宮崎　忠昭

博士研究員　中川　久子

博士研究員　馬場　一信

非常勤職員　松原　由美

非常勤職員　石神かおり

附属動物実験施設

教授（併）　　清野研一郎

助教（併）　　富岡　幸子

助教（併）　　森岡　裕香

技術専門職員　尾関　祐一

技術専門職員　室田　宏之

非常勤職員　渡辺　幸子

非常勤職員　美馬　紀子

附属感染癌研究センター

センター長（併）田中　一馬

准教授　　　地主　将久

特任助教　　林　　隆也

博士研究員　米田　明弘

博士研究員

ムハンマド・バグダーディー

非常勤職員　山階　維騎

非常勤職員　坂井　香織

非常勤職員　伊藤　鮎子

共同利用・共同研究推進室

室長（併）　　濵田　淳一

技術専門職員　山口　　桂

非常勤職員　伊藤　鮎子

研究支援推進員　櫻井　　希

融合プログラム連携室

准教授　　　瀧本　将人

一般職員　　木内　秀和

事務職員　　田澤　雅人

事務補助員　尾田真美子

技術補助員　若原　由紀

事務補助員　牛尾　友美

事務補助員　相馬　仁美

事務補助員　伊藤多恵子

営繕担当　　　　　　係長　　　　小澤　　嘉

主任　　　　昔農　清岳

事務補助員　角鹿　千枝

事務補助員　渡邉　聖子

図書館図書担当　　　係長　　　　金子　　敏

一般職員　　川村　路代

一般職員　　福井みゆき

一般職員　　見目亜紀子

事務補助員　浮田　千恵

事務補助員　石森　久美

嘱託職員　　酒巻　孝子

一般職員　　木内　秀和

事務職員　　田澤　雅人

事務補助員　尾田真美子

技術補助員　若原　由紀

事務補助員　牛尾　友美

事務補助員　相馬　仁美

事務補助員　伊藤多恵子

営繕担当　　　　　　係長　　　　小澤　　嘉

主任　　　　昔農　清岳

事務補助員　角鹿　千枝

事務補助員　渡邉　聖子

図書館図書担当　　　係長　　　　金子　　敏

一般職員　　川村　路代

一般職員　　福井みゆき

一般職員　　見目亜紀子

事務補助員　浮田　千恵

事務補助員　石森　久美

嘱託職員　　酒巻　孝子
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Ⅱ　管理運営

２-１ 組織構成

＜遺伝子病制御研究所の目的＞

北海道大学遺伝子病制御研究所規程（平成 12 年 4 月 1 日海大達第 59 号）抜粋

本研究所は、遺伝子病の制御に関する学理及びその応用の研究を行うことを目的とする。

＜研究部門及び研究分野＞

研究部門 研究分野

病因 RNA 生体機能、幹細胞生物学、分子生体防御、分子免疫

病態 癌生物、感染病態、分子腫瘍、免疫生物

疾患制御 疾患モデル創成、免疫制御、分子間情報

平成 25 年 9 月 11 日現在

＜遺伝子病制御研究所中期目標・中期計画＞

第二期（平成 22 年度～ 27 年度）

中期目標 中期計画

１　研究に関する目標

　（1）研究の目標

癌、自己免疫疾患、感染症をはじめ、遺伝子の異常に基づ

く疾患の病因、病態の解明と予防・治療法の開発について

先端的、独創的な研究を展開する。

１　研究に関する目標を達成するためにとるべき措置

　（1）研究の目標

（1）附属施設・センターを活用して、時代の要請に応じた重

要な研究プロジェクトを戦略的に推進する。

（2）学内外、国内外を問わず、当該分野において先端的、独

創的な研究を展開している研究グループと積極的に共同

研究を推進する。

（3）学内外の共同利用施設との連携を強め、常に当該分野に

おける最先端の実験技術を導入、開発する。

　（2）研究水準の目標

卓越した研究業績を発信することにより、世界に認知され

る研究拠点を形成する。

　（1）研究水準の目標

（1）世界的に評価の高い学術誌に論文を発表する。

（2）海外の著名なシンポジウムや研究集会で研究成果を発表

する。

（3）研究業績に基づいた評価により教員の育成と流動化を促

進し、優れた研究者を維持、確保する。

２　社会貢献・その他に関する目標

　（1）社会貢献に関する目標

研究成果を様々な媒体、形態で社会に還元し、もって国民

の期待に応える。

２　社会貢献・その他に関する目標を達成するためにとるべき措

置

（1）新聞等のメディアを通して研究成果を広く国民に発信す

る。

（2）受託研究、特許の申請・取得、ベンチャー起業等、研究

成果を創薬・医療技術として社会に移転・還元すること

に積極的に取り組む。

　（2）国際化に関する目標

大学院生、研究員、教員の国際化を進め、世界的研究拠点

の形成を目指す。

　（1）国際化に関する目標

（1）海外の研究グループとの共同研究を積極的に推進し、活

発な国際交流を行う。

（2）海外での研究発表や英語ホームページを通して海外の学

生、研究者に研究活動をアピールする。
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　北海道大学遺伝子病制御研究所は、50 数年の歴史を有する北海道大学結核研究所を前身とする免疫科学研

究所と 40 数年の歴史を有する医学部附属癌研究施設を統合し、「ヒトの遺伝子病の病因、病態解明とその予防、

治療法の開発」を目的として平成 12 年 4 月に発足した。

　研究組織は、病因研究部門、病態研究部門、疾患制御研究部門の 3 大部門 11 研究分野と動物実験施設、感

染癌研究センターの 2附属施設で構成されている。

　それぞれの部門は、遺伝子病の制御に関する学理及びその応用の研究を目的として、自己免疫疾患、癌、

感染症、神経疾患等を研究対象として、これら疾患の病態解明、治療法及び予防法の開発を目指して発癌プ

ロセスの解析、感染成立機構の解析、癌の免疫療法の確立、免疫細胞の活性化と抑制の分子機構の解析、細

胞分化の制御機構の解析、細胞・細胞外基質相互の解析等の基礎的研究を行っている。　

　附属施設である動物実験施設は、遺伝子病制御に関する動物実験、実験用動物の飼育管理等を行うことを

目的とし、感染癌研究センターは、細菌・ウイルス等の感染に起因する癌に関する研究を行うとともに、国

内外の研究者との交流及び連携の促進を図ることにより、世界水準の研究拠点を形成することを目的として

設置している。

　また、共同利用・共同研究拠点の活動を促進するという時代の要請に応える形で、第 2 期中期目標・中期

計画の開始と同時に平成 22 年 4 月には全国共同利用・共同研究拠点「細菌やウイルスの持続性感染により発

生する感染癌の先端的研究拠点」としての認定を受け、共同研究の一層の推進を計るために共同利用・共同

研究推進室を設置した。

　本研究所は、教員、技術職員、各種研究員、事務職員合わせて 118 名と小規模ながらも先端的、独創的な

研究を各分野で展開しており、研究に係る基本的な組織構成が、大学の目的に照らして適切なものであると

判断できる。

　近年、研究所では転出や定年による教員の入れ替わりが進み、これまでになかった新しい研究分野の研究

を展開する教員が増えてきている。また、卓越した研究業績を有する教員を外部より採用することにより、

新たに RNA 生体機能分野（廣瀬哲郎教授）、幹細胞生物学分野（近藤　亨教授）という研究領域の進展に則し

た分野創設を行った。

　その他、本学テニュアトラック普及・定着事業のホスト部局として採択（部局女性型）され、分野外に研

究所長付フロンティア研究ユニット（動物機能医科学研究室）を設置し、講師 1 名（三浦恭子講師）を配置

した。

　以上のことから、研究所の構成（組織、規模内容等）は、研究所の目的と整合性がとれていると判断できる。
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２-２ 実施体制

○教授会

構成員及び人数 開催頻度・年間回数

本研究所の専任の教授（国立大学法人北海道大学特任教員就業規則（平成 18 年海大達第

35 号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

原則月 1回

平成 25 年度：年 16 回開催

構　成　員 25 年度氏名 備　考

本研究所の専任の教授（国立大学法人北海道大学特任教員就業規則第 3 条第 2 号に

該当する特任教員のうち、特任教授の職にあたる者を含む）
髙岡　晃教 所長

同上 清野　研一郎 副所長

同上 廣瀬　哲郎

同上 近藤　　亨

同上 野口　昌幸

同上 志田　壽利 特任教授

同上 藤田　恭之

同上 田中　一馬

平成 25 年 9 月 1 日現在 　　　　

　本研究所では、遺伝子病制御研究所規程の定めるところにより、重要事項を審議するため、教授会が置か

れている。構成員は、本研究所の専任の教授（国立大学法人北海道大学特任教員就業規則第 3 条第 2 号に該

当する特任教員のうち、特任教授の職にあたる者を含む）となっており、平成 25 年 9 月 1 日現在 8名である。

　主な審議事項は、所長選考、附属施設長・センター長の選考、教員人事、予算・決算、規程・内規及び研

究所に関する重要事項である。

　原則、8月を除き月 1回開催されており、また、所長が必要と認めるときは、臨時教授会を招集することが

でき、平成 25 年度は定例・臨時併せて 16 回開催した。　

　研究所教授会は、審議内容からも所内の重要事項を審議する組織として実質的な活動を行っていると判断

できる。

　なお、教授会組織の人的バランスも研究所の規模に則しており、意志決定のプロセス機関として機能して

いると判断できる。

　近年では、教授会での審議事項、報告事項が増加し、それぞれの詳細な事項について教授会で十分に議論

を尽くすことが難しい状況が生じていることからも、これを補うために所内委員会を設置してより実質的な

議論が行える組織体制を構築している。
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２-３ 管理運営体制

＜遺伝子病制御研究所歴代所長＞

初代 小野江　和則 平成 12 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日

２代 髙田　賢藏 平成 14 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日

３代 上出　利光 平成 18 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日

４代 田中　一馬 平成 22 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日

５代 髙岡　晃教 平成 24 年 4 月 1 日～

北海道大学遺伝子病制御研究所規程（平成 12 年 4 月 1 日海大達第 59 号）抜粋

（所長）

第 6条　所長は、本研究所の専任の教授をもって充てる。

2　所長は、本研究所の業務を掌理する。

（副所長）

第 7条　本研究所に、副所長を置く。

2　副所長は、本研究所の専任の教授をもって充てる。

3　副所長は、所長の職務を助け、所長に事故があるときは、その職務を代行する。

4　副所長の任期は、2年とする。ただし、その任期の末日は、所長の任期の末日以前とする。

5　副所長は、再任されることができる。

6　副所長は、所長の推薦に基づき、総長が任命する。

○所内委員会の審議内容一覧

委員会名 審議内容

共同利用・共同研究拠点運営委員会

第 2 条　拠点運営委員会は、北海道大学遺伝子病制御研究所長の諮問に応じ、次に掲げ

る事項を調査審議する。

　（1）　共同利用・共同研究拠点の運営に関する事項

　（2）　共同利用・共同研究の計画に関する事項

　（3）　その他共同利用・共同研究の実施に関する重要事項

共同利用・共同研究拠点課題等審査委員会

第 2条　審査委員会は、共同利用・共同研究に関する次に掲げる事項について審議する。

　（1）　課題等の募集に関する事項

　（2）　課題等の審査に関する事項

　（3）　その他共同利用・共同研究の課題等に関する重要事項

共同利用・共同研究推進委員会

第 2条　推進委員会は、次に掲げる事項を審議する。

　（1）  共同利用・共同研究課題及び研究プロジェクト（案）に関すること。

　（2）  共同利用・共同研究公募要領（案）に関すること。

　（3）  共同利用・共同研究拠点予算及び決算（案）に関すること。

　（4）  共同利用・共同研究拠点年報の出版に関すること。

　（5）  共同利用・共同研究拠点年報の評価等に関すること。

　（6）  その他共同利用・共同研究拠点の業務の推進に関すること。

将来計画委員会

第 2条　委員会は、次に掲げる事項を審議する。

　（1）  本研究所の将来計画に関すること。

　（2）  研究組織の設置・改廃及びその概算要求に関すること。

　（3）  大型プロジェクト、特別設備費その他大型設備等の予算要求に関すること。
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点検評価委員会

（趣旨）

第 1 条　この内規は、国立大学法人北海道大学評価規程（平成１６年海大達第６８号）

に基づき、北海道大学遺伝子病制御研究所の研究活動等の状況について自ら行う点検

及び評価に関し、必要な事項を定めるものとする。

（委員会）

第 2 条　本研究所に、次の各号に掲げる事項を行うため、北海道大学遺伝子病制御研究

所点検評価委員会を置く。

　（1）  本研究所の点検及び評価の基本方針並びに実施基準等の策定に関すること。

　（2）  本研究所の点検及び評価の実施に関すること。

　（3）  本研究所の点検及び評価に関する報告書等の作成及び公表に関すること。

　（4）　本研究所の点検及び評価の結果についての学外者による検証の実施に関するこ

と。

　（5）  本研究所の法人評価及び認証評価の対応に関すること。

共通機器管理委員会

（趣旨）

第 1 条　北海道大学遺伝子病制御研究所における中央機器室（暗室を含む。）及び細胞

分画室並びに機器室及び各部門等に配置された共通利用機器、純水製造装置の適正か

つ効果的な管理運営を図るため、共通機器管理委員会（以下「委員会」という。）を

置く。

（審議事項）

第 2条　委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

　（1）　機器室の維持管理に関すること。

　（2）　共通機器の指定及び解除に関すること。

　（3）　共通機器の維持に関すること。

　（4）　その他共通機器の管理運営に関すること。

安全管理委員会

（目的）

第 1 条　北海道大学遺伝子病制御研究所における安全管理体制を確立し、職員等の事故

防止等、安全管理業務の適正な運営を図るため、北海道大学遺伝子病制御研究所安全

管理委員会を置く。

（任務）

第 2 条　委員会は、本研究所における研究及び教育の安全を確保するため、次の事項に

ついて審議・調査又は連絡調整する。

　（1）　安全確保に係る教育に関すること。

　（2）　安全確保状況の点検に関すること。

　（3）　安全確保に係る指導助言及び啓発に関すること。

　（4）　その他安全確保に関する重要事項。

病原体等安全管理委員会

（目的）

第 1 条　この内規は、北海道大学遺伝子病制御研究所における病原性微生物、微生物の

産生する物質等を通して人体に危害を及ぼす要因の実験的取扱いに関する基準を設定

し、これら病原体等の取扱いを安全に行わせることを目的とする。

（任務）

第 5 条　委員会は、所長の諮問に応じ次の各号に掲げる事項について調査及び審議し、

これらに関し必要と認める事項について、意見を述べるものとする。

　（1）  安全管理に関する理論的、技術的問題の研究及び調査に関すること。

　（2）  病原体等の危険度に基づく分類及び安全設備基準に関すること。

　（3）  病原体等実験に基づく申請の審査に関すること。

　（4）  その他病原体等に対する安全管理に関すること。

附属動物実験施設運営委員会

第 2 条　委員会は、北海道大学遺伝子病制御研究所附属動物実験施設に関する次の各号

に掲げる事項を審議する。

　（1）  運営の基本方針に関すること。

　（2）  年間事業計画に関すること。

　（3）  その他運営に関すること。
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附属感染癌研究センター運営委員会

第 2 条　委員会は、北海道大学遺伝子病制御研究所附属感染癌研究センターに関する次

の各号に掲げる事項を審議する。

　（1）  運営の基本方針に関すること。

　（2）  年間事業計画に関すること。

　（3）  その他運営に関すること。

倫理審査委員会

（設置）

第 1 条　北海道大学遺伝子病制御研究所に、研究所において行う、ヒトを対象とした研

究及びヒトより採取した試料等を用いて行う研究に関する倫理問題等について審査す

るため、北海道大学遺伝子病制御研究所倫理審査委員会を置く。

（任務）

第 2条　委員会は、次に掲げる事項を任務とする。

　（1）  研究に関する倫理の在り方についての調査・検討

　（2）  研究所で行う研究の計画についての審査

一般公開実行委員会

（設置）

第 1 条　北海道大学遺伝子病制御研究所が本学大学祭の期間に行う一般公開の円滑かつ

効果的な実施を図るため、研究所に一般公開実行委員会を置く。

（業務）

第 2条　委員会は、一般公開を実施するため、次に掲げる業務を担当する。

　（1）  企画及び立案に関すること。

　（2）  学内外との連絡調整に関すること。

　（3）  実施当日の諸業務の総括に関すること。

　（4）  実施成果等の検証に関すること。

　（5）  その他一般公開に関すること。

○所内委員会構成一覧

委員会等名 構　成　員 25 年度氏名 備　考

教授会

（平成 12 年 4 月 1 日 -）

本研究所の専任の教授（国立大学法人北海道大学特任教員就業規則第 3

条第 2号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にあたる者を含む）
髙岡　晃教 所長

同上 清野　研一郎 副所長

同上 廣瀬　哲郎

同上 近藤  　亨

同上 野口　昌幸

同上 志田　壽利 特任教授

同上 藤田　恭之

同上 田中　一馬

共同利用・共同研究拠

点運営委員会

（平成 22 年 4 月１日 -）

副所長 清野　研一郎

遺伝子病制御研究所専任の教授 田中　一馬

遺伝子病制御研究所専任の教授 藤田　恭之

北海道大学の専任の教授 笠原　正典 大学院医学研究科

北海道大学の職員以外の学識経験者 岩渕　和也 北里大学

北海道大学の職員以外の学識経験者 小柳　義夫 京都大学

北海道大学の職員以外の学識経験者 佐藤　昇志 札幌医科大学

北海道大学の職員以外の学識経験者 谷口  　克 理化学研究所

北海道大学の職員以外の学識経験者 時野　隆至 札幌医科大学

委員長：委員の互選 清野　研一郎
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共同利用・共同研究拠

点課題等審査委員会

（平成 22 年 4 月 1 日 -）

所長 髙岡　晃教

遺伝子病制御研究所専任の教授 清野　研一郎

遺伝子病制御研究所専任の教授 藤田　恭之

北海道大学の専任の教授 笠原　正典 大学院医学研究科

北海道大学の職員以外の学識経験者 岩渕　和也 北里大学

北海道大学の職員以外の学識経験者 小柳　義夫 京都大学

北海道大学の職員以外の学識経験者 佐藤　昇志 札幌医科大学

北海道大学の職員以外の学識経験者 谷口  　克 理化学研究所

北海道大学の職員以外の学識経験者 時野　隆至 札幌医科大学

委員長：所長 髙岡　晃教

共同利用・共同研究拠

点推進委員会

（平成 21年 9月 16日 -）

副所長、動物実験施設長 清野　研一郎

感染癌研究センター長 田中　一馬

共同利用・共同研究推進室長 濵田　淳一

医学系事務部長 山内　一昭

所長が必要と認めた者 藤田　恭之

委員長：副所長 清野　研一郎

将来計画委員会

（平成 12 年 4 月 1 日 -）

本研究所の専任の教授（国立大学法人北海道大学特任教員就業規則第 3

条第 2号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にあたる者を含む）

教授会構成員

と同じ

委員長：委員の互選 －

点検評価委員会

（平成 12 年 4 月 1 日 -）

所長 髙岡　晃教

本研究所の専任の教授（国立大学法人北海道大学特任教員就業規則第 3

条第 2号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にあたる者を含む）

教授会構成員

と同じ

附属動物実験施設長 清野　研一郎

附属感染癌研究センター長 田中　一馬

事務部長 山内　一昭

委員長：所長 髙岡　晃教

共通機器管理委員会

（平成 12 年 4 月 1 日 -）

ＲＮＡ生体機能分野 岩切  　大

幹細胞生物学分野 森口　徹生

分子生体防御分野 佐藤  精一

分子免疫分野及びマトリックスメディスン研究部門 伊藤　甲雄

癌生物分野 水津  　太

感染病態分野 陳　　　晶

分子腫瘍分野 梶田　美穂子

免疫生物分野 香城  　諭

免疫制御分野 北村　秀光

分子間情報分野 山本　隆晴

疾患モデル創成分野　（動物実験施設） 森岡　裕香

感染癌研究センター 吉山　裕規

技術部 山口  　桂

プロバイオティックス・イムノロジー研究部門 中山　洋佑

融合プログラム連携室 瀧本　将人

委員長：所長が指名する教授 藤田　恭之
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安全管理委員会

（平成 12 年 4 月 1 日 -）

ＲＮＡ生体機能分野 岩切　  大

幹細胞生物学分野 飯笹  　久

分子生体防御分野 早川　清雄

分子免疫分野及びマトリックスメディスン研究部門 伊藤　甲雄

癌生物分野 水津  　太

感染病態分野 大橋  　貴

分子腫瘍分野 昆　　俊亮

免疫生物分野 和田　はるか

免疫制御分野 北村　秀光

分子間情報分野 佐野　孝光

疾患モデル創成分野　（動物実験施設） 富岡　幸子

感染癌研究センター 地主　将久

プロバイオティックス・イムノロジー研究部門 中山　洋佑

融合プログラム連携室 瀧本　将人

事務部長 山内　一昭

委員長：所長 髙岡　晃教

病原体等安全管理委員会

（平成 12 年 4 月 1 日 -）

動物実験施設長、指定実験室責任者 清野　研一郎

感染癌センター長 田中　一馬

遺伝子組換え実験等安全委員会委員 野口　昌幸

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 岩切  　大

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 早川  清雄

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 水津    太

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 大橋    貴

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 北村  秀光

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 中山　洋佑

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 吉山　裕規

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 富岡　幸子

国立大学法人北海道大学病原体等安全管理規程に基づく管理責任者 伊藤　甲雄

委員長：委員の互選 大橋    貴

動物実験施設運営委員会

（平成 20 年 7 月 1 日 -）

ＲＮＡ生体機能分野 岩切  　大

幹細胞生物学分野 森口　徹生

分子生体防御分野 早川　清雄

分子免疫分野及びマトリックスメディスン研究部門 伊藤　甲雄

癌生物分野 水津　  太

感染病態分野 大橋　　貴

分子腫瘍分野 昆　　俊亮

免疫生物分野 香城　  諭

免疫制御分野 北村　秀光

分子間情報分野 佐野　孝光

疾患モデル創成分野　（動物実験施設）
富岡　幸子

森岡　裕香

感染癌研究センター 地主　将久

プロバイオティックス・イムノロジー研究部門 中山　洋佑

融合プログラム連携室 瀧本　将人

委員長：動物実験施設長 清野　研一郎
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感染癌研究センター運

営委員会

（平成 20 年 7 月 1 日 -）

ＲＮＡ生体機能分野 岩切  　大

幹細胞生物学分野 濵田　淳一

分子生体防御分野 早川　清雄

分子免疫分野及びマトリックスメディスン研究部門 伊藤　甲雄

癌生物分野 水津  　太

感染病態分野 大橋　  貴

分子腫瘍分野 梶田　美穂子

免疫生物分野 和田　はるか

免疫制御分野 北村　秀光

分子間情報分野 山本　隆晴

疾患モデル創成分野　（動物実験施設） 森岡　裕香

感染癌研究センター

吉山　裕規

地主　将久

林　  隆也

プロバイオティックス・イムノロジー研究部門 中山　洋佑

融合プログラム連携室 瀧本　将人

委員長：感染癌センター長 田中　一馬

倫理審査委員会

（平成12年11月28日-）

研究所の教授 清野　研一郎

研究所の教授 近藤  　亨

研究所の准教授 大橋　  貴

研究所の准教授 北村　秀光

倫理 ･法律面において優れた識見を有する研究所以外の専門家 曽野　裕夫

遺伝子解析研究等に関する科学的に優れた識見を有する研究所以外の

専門家
寺沢　浩一

人権に関して広く人々の意見を反映できる市民 有賀　浩子

委員長：委員の互選 清野　研一郎

一般公開実行委員会

（平成 25年 7月 23日 -）

ＲＮＡ生体機能分野 岩切  　大

幹細胞生物学分野 森口　徹生

分子生体防御分野 佐藤　精一

癌生物分野 水津    太

感染病態分野 陳　    晶

分子腫瘍分野 昆　　俊亮

免疫生物分野 和田　はるか

免疫制御分野 北村　秀光

分子間情報分野 山本　隆晴

疾患モデル創成分野　（動物実験施設） 森岡　裕香

感染癌研究センター 吉山　裕規

プロバイオティックス・イムノロジー研究部門 中山　洋佑

所長が指名する教授 田中　一馬

委員長：委員の互選 山本　隆晴

　平成 12 年 4 月の研究所発足時より、各種委員会を組織し、所内のさまざまな事項について審議する体制を

構築している。また、平成 17 年度の国立大学法人化後の業務の実情に即した体制に整え、その後、業務内容

の変化への対応のため、委員会の追加等が行われ、現在の形となっている。

　所内委員会は、審議内容からも所内の各項目を審議する組織として実質的な活動を行っていると判断でき

る。

　なお、所内委員会組織についても、各分野から委員を選出し、構成していることからも審議機関として実

質的な議論が行える組織体制を構築している。
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２-４ 人員配置

教員定数と現員数一覧（役職別）

平成 26 年 3 月 1 日現在

区分 （参考）平成 24 年度 平成 25 年度

教授

定員 10 10

現員 9 9

（女性） 0 0

准教授

定員 13 13

現員 7 5

（女性） 0 0

講師

定員 0 0

現員 3 3

（女性） 2 2

助教

定員 12 12

現員 15 17

（女性） 3 4

計

定員 35 35

現員 34 34

（女性） 5 6

現員数一覧（分野別）

平成 26 年 3 月 1 日現在

区分 教授 准教授 講師 助教 計

病因

RNA 生体機能 1 0 0 2 3

幹細胞生物学 1 1 0 2 4

分子生体防御 1 0 0 2 3

分子免疫 0 0 0 0 0

病態

癌生物 1 0 1 0 2

感染病態 1（1） 1 0 1 3

分子腫瘍 1 0 0 2 3

免疫生物 1 0 1 0 2

疾患制御

疾患モデル創成 0 0 0 2 2

免疫制御 0 1 0 1 2

分子間情報 1 0 0 2 3

附属施設
附属動物実験施設 0 0 0 0 0

附属感染癌研究センター 0 1 0 1（1） 1

寄附研究部門

マトリックスメディスン

研究部門
0 0 0 1（1） 1

プロバイオティックス・

イムノロジー研究部門
1（1） 0 0 1（1） 2

その他
フロンティア研究ユニット 0 0 1 0 1

融合プログラム連携室 0 1 0 0 1

計 9 5 3 17 34

※全ての特任を含む数値を記載
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教員の配置状況

分野名 職名 平成 24 年 平成 25 年

癌ウイルス分野

　　　 ↓

RNA 生体機能分野

（25.9.11 から）

教授 －
廣瀬　哲郎

（25.9.1 採用 :産業技術総合研究所から）

准教授
丸尾　聖爾

（24.9.30 辞職 :医療法人社団明日佳へ）
－

助教 岩切　　大 岩切　　大 

助教 －

山崎　智弘

（26.1.16 採用 :Department of Cell Biology,Harvard Medical 

School から）

癌関連遺伝子分野

　　　 ↓

幹細胞生物学分野

（24.4.1 から）

教授
近藤　　亨

（24.4.1 採用 :理化学研究所から）
近藤　　亨

准教授 濵田　淳一 濵田　淳一

助教 飯笹　　久
飯笹　　久

（26.3.31 辞職 :島根大学へ）

助教
森口　徹生

（24.5.1 採用 :愛媛大学から転入）
森口　徹生

分子生体防御分野

教授 髙岡　晃教 森口　徹生

助教 早川　清雄
早川　清雄

（26.3.31 辞職 :東京医科歯科大学へ）

助教
佐藤　精一

（24.5.1 採用 :米国タフツ大学から）
佐藤　精一

分子免疫分野

教授
上出　利光

（25.3.31 定年退職）
清野　研一郎（兼）

講師
森本　純子

（24.8.1 昇任）（24.3.15 辞職 :徳島大学へ）
－

助教 前田　直良
前田　直良

（25.9.30 異動 :本学薬学研究院へ）

癌生物分野

教授 野口　昌幸 野口　昌幸

講師
水津　　太

（25.3.16 昇任）
水津　　太

助教
福元　隆浩

（25.3.31 辞職）
－

感染病態分野

特任教授
志田　壽利

（25.3.31 定年退職）

志田　壽利

（25.4.1 から特任教授）

准教授 大橋　　貴 大橋　　貴

助教
張　　険峰

（25.3.31 辞職）
－

助教  －

陳　　　晶

（25.10.1 採用 :感染病態分野博士研究員から）

（26.3.31 辞職 :ハルピン獣医学研究所へ）

分子腫瘍分野

教授 藤田　恭之 藤田　恭之

助教 梶田　美穂子 梶田　美穂子

助教
加藤　洋人

（25.3.31 辞職 :東京医科歯科大学へ） 

昆　　俊亮

（25.7.1 採用 :東北大学から）

免疫生物分野

教授 清野　研一郎 清野　研一郎

講師
香城　　諭

（24.4.1 昇任）

香城　　諭

（25.12.31: 理化学研究所へ）

講師
和田　はるか

（24.4.1 昇任）
和田　はるか
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疾患モデル創成分野

准教授 森松　正美

森松　正美

（25.11.1 異動 :本学獣医学研究科へ）

清野　研一郎（兼）

（25.11.1 から）

助教 富岡　幸子
富岡　幸子

（26.3.31 辞職：鳥取大学へ）

助教 森岡　裕香 森岡　裕香

免疫制御分野

教授 西村　孝司
西村　孝司

（25.7.4: 辞職）

准教授 北村　秀光 北村　秀光

助教
脇田　大功

（24.9.30 辞職 :Cedars-Sainai Medical Center へ）

喜多　俊行

（25.11.1 採用 :ROYCE’健康バイオ研究部門から）

分子間情報

教授 田中　一馬 田中　一馬

助教 山本　隆晴 山本　隆晴

助教
佐野　孝光

（24.4.1 採用 :理化学研究所から）
佐野　孝光

動物実験施設

施設長 森松　正美（兼）

森松　正美（兼）

（25.11.1 異動 :本学獣医学研究科へ）

清野　研一郎（兼）

（25.11.1 から）

助教 富岡　幸子（兼）
富岡　幸子（兼）

（26.3.31 辞職：鳥取大学へ）

助教 森岡　裕香（兼） 森岡　裕香（兼）

感染癌研究センター

センター

長
田中　一馬（兼） 田中　一馬（兼）

准教授 吉山　裕規
吉山　裕規

（25.11.30 辞職 :島根大学へ）

准教授 地主　将久 地主　将久

特任助教 林　　隆也
林　　隆也

（26.3.31 辞職：東北大学へ）

マトリックスメディス

ン研究部門

教授 上出　利光（兼） 髙岡　晃教（兼）

特任助教 伊藤　甲雄
伊藤　甲雄

（26.3.31 辞職 :京都大学へ）

ROYCE’健康バイオ研

究部門

（25.10.31 終了）

教授 西村　孝司（兼）
西村　孝司（兼）

（25.7.4: 辞職）

准教授 － 北村　秀光（兼）

特任助教 －
喜多　俊行

（25.4.1 採用 :幸観堂薬品（株）から）

特任助教 佐藤　崇之 －

プロバイオティック

ス・イムノロジー研究

部門

教授 宮崎　忠昭 宮崎　忠昭

特任助教 中山　洋佑
中山　洋佑

（26.3.31 辞職：ジーンテクノサイエンスへ）

フロンティア研究ユ

ニット動物機能医科学

研究室（26.2.1 から）

講師 －
三浦　恭子

（26.2.1 採用 :慶応大学から）

共同利用・共同研究推

進室

（22.4.1 から）

－ （兼）濵田　淳一 （兼）濵田　淳一

融合プログラム連携室

（22.4.1 から）
－

瀧本　将人

（分子生体防御分野から）
瀧本　将人
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　本研究所研究組織は、病因研究部門、病態研究部門、疾患制御研究部門の 3 大部門 11 研究分野、動物実験

施設及び感染癌研究センターの 2 附属施設、3 寄附研究部門、1 フロンティア研究ユニット及び融合プログラ

ム連携室で構成され、平成 26 年 3 月 1 日現在で、教授 7 名、特任教授 2 名、客員教授 1 名、准教授 5 名、講

師 3名、助教 14 名、特任助教 3名の計 35 名を配置している。

　各分野における配置ポストは、疾患モデル創成分野及び附属施設等を除いて教授 1 名、准教授 1 名及び助

教１名としているが、現状は、概ね教授 1名、助教 2名（特任除く）体制で研究活動を行っている。

　教員（教授、准教授、講師、助教）人事は、北海道大学における教員人件費ポイント管理のもと、遺伝子

病制御研究所教員選考内規に基づいて選考されている。

　特に教授選考においては、どのような専門分野で公募を行うかが最も重要であるため、長期的ビジョンに

立って教授会で議論された後、以下の流れで人事が行われている。教授会で選考委員会設置が承認された後、

選考委員会で公募要領を作成し、教授会で審議の後、全国公募を行う。全国公募により応募のあった候補者

について、選考委員会で候補者を概ね 3 名以内に絞り、研究所全教授を対象とした候補者セミナー（講演）

を実施の後、教授会で投票により決定される。

　准教授、講師については、教授会で選考委員会を設置し、分野人件費ポイントの範囲内で候補者を選考し、

教授会で審議の後、決定される。

　また、本学が助教の任期制を積極的に導入する方針を打ち出したことに伴い、本研究所でも、平成 17 年度

より助教に任期制を導入している。任期付きの助教は、5年を任期として、再任は 1回までとしている。

　現在、研究活動を展開するうえで必要な教員数は確保できており、　かつ、若手で優秀な助教を採用してい

るため、研究遂行上支障は生じていない。

　また、研究上主要と認める分野には、専任の教授又は准教授を配置している。（教授が欠員となっている分

野においては、兼担教授を配置することにより、研究遂行上支障が生じないよう配慮している。）

　分野再編は、分野教授の退職を機に時代に即した研究領域の研究を行っている教員を採用し、順次行って

いる。

　本研究所は、部門、分野の成り立ちから、特に、癌と免疫や感染と癌の研究分野において注目される成果

を数多く挙げてきているが、近年、癌や感染症を含む医科学研究全般において、ヒトゲノムから産生される

多彩な非コードＲＮＡの重要性が大きな注目を集めており、本研究所においても当該研究分野における研究

を加速する必要性が出てきたことから、癌ウイルス分野の担当教授退職に伴い、後任教授の選考においてＲ

ＮＡ関連分野の教授を採用した。（ＲＮＡ生体機能分野：廣瀬哲郎教授）

　以上のことから、研究上主要と認める分野への専任の教授又は准教授の配置されており、大学・研究所の

目的に照らして、必要な教員が（質、量の両面において）確保されていると判断できる。
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２-５ 配置状況

転入状況一覧（平成 25 年度）

区分

所内 他部局
他機関か

らの採用
計

昇任等
ポスドクか

らの採用

院生から

の採用
昇任等

ポスドクか

らの採用

院生から

の採用

教授 1 1

准教授 0

講師 1 1

助教 1 2 3

計 1 0 0 0 0 0 4 5

転出状況一覧（平成 25 年度）

区分 定年退職 他部局
他大学・

研究機関
無・未定 計

教授 1 1

准教授 1 1

講師 1  1

助教 1 1

計 0 1 2 1 4

教員年齢構成一覧（平成 25 年度）　　　　　　　　　　　　平成 26 年 3 月 1 日現在

60代 50 代 40 代 30 代 20 代 計

教授 1 3 5 9

准教授 2 3 5

講師 1 2 3

助教 6 11 17

計 1 5 15 13 0 34

任期あり 任期なし 計

教授 2 7 9

准教授 1 4 5

講師 3 0 3

助教 14 3 17

計 20 14 34

事務職員数一覧（平成 25 年度） 　　　　　　　平成 26 年 3 月 1 日現在

事務職員 （内非常勤） 技術職員 （内非常勤） 計

51 （22） 18 （10） 69 （32）
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　女性教員については、数値目標は掲げていないが、本学における「女性教員の積極的採用のためのポジティ

ブアクション北大方式」に基づき、積極的に採用している。

　また、外国人教員についても積極的に採用しており、平成 25 年度に１名採用している。

　助教については、平成 17 年度から任期制を導入している。

　全学のテニュアトラック普及・定着事業（部局女性型）により、平成 25 年度に１名採用している。

　数値目標は掲げていないが、性別のバランスへの配慮（女性教員の積極的な採用）、外国人教員の確保、公

募制、任期制といった方策を講じており、大学・研究所の目的や状況に応じ、教員組織の活動をより活性化

させるための適切な措置が講じられている。

　教員の任期制のあり方については、今後も十分な議論と検証が必要ではあるが、現時点ではこれが若手教

員のキャリアアップを含めて教員の流動化の促進にもつながり、機能していると考えている。

　また、国際的な研究拠点になるためにも、今後も、国籍問わず優れた研究者を研究分野の常勤教員として

積極的に採用することや研究上の必要に応じて教員の組織編成・体制も柔軟に見直していく必要がある。
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２-６ 自己点検・評価体制

○遺伝子病制御研究所点検評価委員会委員

構成 氏名 備考

点検評価委員会

所長 髙岡　晃教 職指定

本研究所の専任の教授（国立大学法

人北海道大学特任教員就業規則第 3

条第 2 号に該当する特任教員のうち、

特任教授の職にあたる者を含む）

髙岡　晃教

清野　研一郎

廣瀬　哲郎

近藤　　亨

野口　昌幸

志田　壽利

藤田　恭之

田中　一馬

附属動物実験施設長 清野　研一郎 職指定

附属感染癌研究センター長 田中　一馬 職指定

事務部長 山内　一昭 職指定

委員長：所長 髙岡　晃教 職指定

点検評価委員会

第１回　　平成 26 年 1 月 22 日（水）

第２回　　平成 26 年 6 月 24 日（火）

分析項目の段階判定の区分表

判定を示す記述 左記と判断する考え方

A：期待される水準を大きく上回る
取組や活動、成果の状況が非常に優れており、想定する関係者の期待を大きく上回ると判断さ

れる場合

B：期待される水準を上回る 取組や活動、成果の状況が優れており、想定する関係者の期待を上回ると判断される場合

C：期待される水準にある 取組や活動、成果の状況は良好であり、想定する関係者の期待に応えていると判断される場合

D: 期待される水準を下回る
取組や活動、成果の状況に問題があり、想定する関係者の期待に応えられていないと判断され

る場合

（出典）独立行政法人大学評価・学位授与機構

「国立大学法人及び大学共同利用機関法人の第２期中期目標期間の教育研究の状況についての評価」実施報告

書作成要領、平成 25 年 6 月

北海道大学遺伝子病制御研究所自己点検・評価報告

※本学の判定基準は、上記一覧表の水準を示すもの

分析項目 左記の観点 判定

1 はじめに

2 理念・目標

3 沿革

4 研究体制と将来構想

5 中期目標・中期計画

6 研究

6-1 外部資金獲得状況 ・大型研究プロジェクト等の外部資金獲得に向けた対策を行っているか C

6-2 論文・受賞等 ・論文、受賞の観点から、研究活動を活発におこなっているか C
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7 教育

7-1 大学院教育・全学教育への参画 本研究所は教育組織ではないため、大学が指標とする項目についての自

己点検等は必要としない7-2 大学院生数の推移

8 社会貢献活動

8-1 特許 実用化に向けた産学官連携研究を推進しているか C

8-2 公開講座等 社会貢献活動を通じ、研究成果の還元を行っているか B

8-3 刊行物・ホームページ等
ホームページ、報道、定期刊行物の発行を通して、一般広報を積極的に

発信したか
A

9 国際交流

9-1 国際共同研究等
・国際共同研究等を積極的に実施しているか

・学会等を開催し、学際的かつ国際的に討論する機会を設けたか
B

9-2 留学生 留学生を積極的に受け入れているか C

10 管理運営

10-1 人事 所長のリーダーシップが発揮できる管理運営体制を構築したか C

10-2 財政 安定した財政基盤のもと、円滑に実施しているか C

11 施設

12 共同利用・共同研究拠点

12-1 遺伝子病制御研究所における共

同利用・共同研究拠点の概要と目的

平成 24 年度に 3年間（平成 22 年度～平成 24 年度）の中間評価を実施し

ているため、その際の自己点検評価を記載

12-2 共同利用・共同研究拠点の体制

12-3 共同利用・共同研究の課題の公

募方法

12-4 共同利用・共同研究拠点の運営

に対する支援体制

12-5 共同利用・共同研究への取組状

況

13 附属施設

13-1 附属動物実験施設 設置目的に対応した施設等を整備しているか B

13-2 附属感染癌研究センター 設置目的に対応した成果を上げているか B

遺伝子病制御研究所外部評価委員

所属機関 所属部局等 職名 氏名

九州大学 生体防御医学研究所 所長 佐々木　裕之

独立行政法人国立がん研究センター研究所 分子細胞治療研究分野 分野長 落谷　孝広

東京大学 大学院医学系研究科病因・病理学専攻免疫学講座 教授 高柳　　広

外部評価委員会

日時　　平成 26 年 7 月 11 日（金）

場所　　遺伝子病制御研究所　北研究棟 5階セミナー室

外部評価委員会次第

　1．開会

　　　　　【司会】遺伝子病制御研究所教授　　藤田　恭之

　　　　①所長挨拶

　　　　②外部評価委員会委員の紹介

　　　　　遺伝子病制御研究所点検評価委員会委員の自己紹介

　　　　③配付資料・日程確認
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　　　　④委員長選出

　2．活動状況及び概略説明

　　　　・概略①（研究、管理運営、共同利用・共同研究拠点を中心に）

　　　　　【説明者】遺伝子病制御研究所長　髙岡　晃教

　　　　・概略②（教育、社会貢献、国際交流を中心に）

　　　　　【説明者：教育、社会貢献】遺伝子病制御研究所副所長　清野　研一郎

　　　　　【説明者：国際交流】遺伝子病制御研究所教授　藤田　恭之

　3．総括質疑応答・意見交換

　4．閉会

　　　　　【司会】遺伝子病制御研究所教授　　藤田　恭之

　　　　①外部評価委員講評

　　　　②所長閉会挨拶

○外部評価委員会による評価と提言一覧

項目 改善事例

研究

教員の構成が偏った（教授が少なかった）ためかもしれないが、比較的少額の科研費種目の採択数が多いことから、

より大型の科研費や受託研究の採択を目指して欲しい。

すべての部門で成果や外部資金獲得が顕著であるわけでなく格差がある。

外部資金獲得に成功した部門には重点的に間接経費を配分するなど成果に応じた処遇が強く望まれる。

社会貢献活動 研究活動の社会貢献で大きな位置を占める特許戦略をより充実させて欲しい。

国際交流

セミナーや文書の英語化を促進し、海外研究機関との協定などを通して連携を深めて欲しい。

国際化をいかに果たすかが大きな課題であり、欧米の研究所との交流をより活発にし、相互の大学院生、若手研

究者の交流をより充実させていただきたい。

二国間交流事業、日本学術振興会等の活用により、国際的な事業も増やす等の努力を重ねることで、より強固な

研究交流システムを構築していただきたい。

外国人研究者や留学生の受け入れのため授業やセミナーの英語化など努力が必要。

管理運営

予算縮減と光熱水費の高騰は全国的な問題ではあるが、今後研究所の財政的に重い負担がかかる可能性があり、

より一層の間接経費の獲得が望まれる。

やはり研究の推進で重要なのは、若手の育成と積極的な登用であると考える。若手研究者にチャンスを与えられ

る様な支援体制も築いていただきたい。

成果に基づいて経費を重点配分するために所長のリーダーシップがさらに強化されるべき。

共同利用・共同

研究拠点
平成 28 年度以降の共同利用・共同研究拠点認定へ向けて新たな将来構想を早急にまとめる必要がある。

附属施設

附属動物実験施設は、ノックアウトマウス作製のみならず、希望者の多いトランスジェニックマウス作製の支援

に対応できる体制を整えることが望まれる。

IGM の特色を出す上で、研究支援を充実させる事は重要。動物の遺伝子改変、イメージング以外にも、non-

codingRNA 解析等、幅広い技術支援を目指していただきたい。

　遺伝子病制御研究所における自己点検は、遺伝子病制御点検評価内規に基づき、平成 22-24 年度の研究活

動等の状況について点検評価委員（教授会構成員）により項目別自己点検を実施し、平成 26 年 6 月に「自己

点検評価報告書」を作成した。

　研究所は、教育組織ではないため、大学が指標とする教育等の項目についての自己点検等を必要としないが、

研究、社会貢献活動、国際交流、管理運営等及び附属施設について自己点検を行い、全ての項目で、取組や活動、

成果の状況は良好であり、想定する関係者の期待に応えていると判断された。

　また、点検評価内規第 2 条第 4 号において、委員会が行った点検及び評価の結果について学外者による検

証（外部評価）の実施が定義されていることから、平成 26 年 7 月 11 日に遺伝子病制御研究所外部評価委員
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会を開催し、外部委員による評価を行い、平成 26 年 8 月に「外部評価報告書」を作成した。

　自己点検・評価、外部者による評価の評価結果として、研究所が免疫と癌という 2 つの明確な柱を立て、

研究所の規模（教員数 30 名強）に合ったコンパクトな研究教育体制を構築し、感染癌研究センターなどの特

色ある付属施設を整備している点が高く評価された。

　研究面では、所の研究目標である「先端的、独創的な研究を展開する」及び「世界に認知される研究拠点

を形成する」については、総論文数、インパクトファクター 5 以上の論文数（国際的に認知されている学術

雑誌への掲載数）、受賞数などから見て、期待される水準を上回ったと評価されたが、平成 22-24 年度にかけ

ての外部資金の獲得状況では、科研費の大型種目の額と件数が増加したとはいえ全体的には減少傾向にあり、

ややもの足りなかったとの指摘があった。

　改善すべき点として、部門によって研究成果や資金獲得に差があるため、成果に応じた処遇（資源配分など）

を行うことが望まれるとの指摘があった。

　一方、平成 22 年度に開始された共同利用・共同研究拠点事業「細菌やウイルスの持続性感染により発生す

る感染癌の先端的研究」による公募研究課題の成果が出始めており、共同利用・共同研究拠点事業については、

平成 25 年度に文部科学省による中間評価が行われ、評価結果「Ａ」（拠点としての活動は概ね順調に行われ

ており、今後、共同利用・共同研究を通じた成果や効果が期待され、関連コミュニティへ貢献していると判

断される）を得たことを評価された。

　社会貢献については、市民公開講座などに積極的に講師を派遣し、研究成果がマスメディアで取り上げられ、

研究所ホームページへのアクセス件数も増加しているほか、平成 24 年度より大学祭に合わせて一般公開を開

始し、200 名の参加者を集めたことは優れた取り組みとして評価された。

　国際交流については、国際共同研究件数、国際学会発表数、国際会議の開催数、留学生の受け入れ人数など、

研究所の規模に照らしてほぼ期待される水準にあると評価された一方、外国の有名大学・研究所との交流を

活発にし、外国人研究者や留学生の受け入れのため講義やセミナーを英語化するなど、より積極的な国際化

を行うことも必要であるとの指摘を受けた。

　管理運営については、人事選考では新たに優秀な教員を確保しつつあるなど、今後の研究の発展が大いに

期待できると評価された。また、平成 22 年度より特別経費（プロジェクト）を獲得するなど、期待される水

準を上回ったと評価された。

　附属施設としては、附属動物実験施設が大学初のノックアウトマウス作成支援体制を立ち上げて研究所内

外に大きく貢献したほか、附属感染癌研究センターが共同利用・共同研究事業の中核として活動し、高イン

パクトファクターの学術雑誌に論文を発表するなど、期待される水準を上回る成果があったと評価された。

　総合すると、所長のリーダーシップのもと、免疫と癌という研究の柱を設定して研究推進を図っていること、

コンパクトな体制ながら世界レベルの成果をあげていることが高く評価された。

今後はミッションの再定義に基づく具体的な将来構想を早急にまとめ、若手育成や国際化を一層進めて、さ

らに存在感を増す研究所へと発展されることを期待するとの評価をいただいた。

　この自己点検・評価、外部者による評価の評価結果を基づき、国際化では、平成 25 年 3 月、ロンドン MRC-

LMCB 及び Kennedy Institute of Rheumatology（オックスフォード大学）に訪問し、将来的な研究所間の連

携を進めるに当たってその可能性及び連携の取り組み内容についての具体的な草案の検討を行い

（１）両研究所の大学院生の交流

（２）両研究所のスタッフ及び研究員の交流

（３）連携研究プロジェクトの創出

（４）研究所間の研究交流発表による交流

の４つの項目について今後、連携協力することで合意した。

　また、共同利用・共同研究拠点では、平成 26 年度より海外からの共同利用・共同研究を公募することを決

定し、それにともない英語の公募要領・申請書を作成しホームページに公開した。
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　研究面では、科学研究費補助金新学術領域（研究領域提案型）の新規課題として、生命系 8 件採択中 2 件

代表者（RNA 生体機能分野　廣瀬哲郎教授、分子腫瘍分野　藤田恭之教授）として採択され、研究所の研究

推進においてもっとも根幹的な研究経費である文部科学省科学研究費については、平成 25 年度以前と比較す

ると大型研究種目は獲得金額・件数ともの大幅に増加したことからも、本研究所教員が高い研究アクティビ

ティーを維持し、その存在感を国内外に示しているといえる。

　このように、自己点検・評価、外部評価の評価結果を管理運営の改善に結びつけたことから評価結果がフィー

ドバックされ、改善のための取組が行われていると判断できる。
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Ⅲ　社会貢献

３-１ セミナー・シンポジウム・公開講座・講演

○セミナー・シンポジウム・公開講座・講演開催開催一覧

シンポジウム・講演会 公開講座・セミナー
その他（施設等の

一般公開等）
合計

件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数

5 1,250 12 1,900 3 1,395 20 4,545 

開催期間 形態（区分） 対象 公開講座等名称 参加人数

2013 年 5 月 28 日
進路ガイ

ダンス
北海学園札幌高等学校

『ふしぎな免疫の世界』～目に見えない小さな侵入者か

ら、からだを守る特殊戦隊～
68 

2013 年 5 月 29 日 セミナー 国内一般市民 マスコミセミナー講演 50

2013 年 5 月 29 日 セミナー 学生 兵庫県洲本市立五色中学校　免疫セミナー 130 

2013 年 5 月 31 日 セミナー 学生 小野学園女子高等学校 免疫セミナー 50 

2013 年 6 月 8 日 公開講座 国内一般市民 北海道大学遺伝子病制御研究所　一般公開 910 

2013 年 6 月 22 日 公開講座 国内一般市民 平成 25 年度鳥取大学医学部公開講座 200 

2013 年 7 月 20 日 セミナー 医師医療従事者 第 9回北海道癌免疫制御研究会 50 

2013 年 8 月 31 日 講演 医師 TEN TOPICS IN RHEUMATOLOGY 2013 50 

2013 年 9 月 6 日 セミナー 医師コメディカル 北海道免疫疾患談話会 50 

2013 年 9 月 15 日 公開講座 国内一般市民 ゲノムの暗黒物質に迫る 30 

2013 年 9 月 21 日 特別講演 研修医 第 36 回研修医の集い 20 

2013 年 10 月 8 日 公開講座 高校生 青少年サイエンスミーティング 200 

2013 年 10月 10日 協議会講演 国内一般市民・研究者 βグルカン協議会講演 80 

2013 年 10月 30日 セミナー 国内その他 第 33 回血液学入門セミナー（仙台） 100 

2013 年 11 月 6 日 出張講義 札幌清田高等学校 札幌清田高等学校 27 

2013 年 11 月 8 日

2013 年 11月 13日
講義 中高生 平成 25 年度青少年サイエンスミーティング 1,300 

2013 年 12 月 2 日 セミナー 国内一般市民・研究者 大阪大学微生物病研究所、ゲノム生化学セミナー 30 

2013 年 12月 10日 一般講演 国内一般市民・研究者 乳酸菌セミナー 100 

2014 年 2 月 28 日
公開シン

ポジウム
国内一般市民 FIRST 合同国際シンポジウム 1,000 

2014 年 3 月 2 日 公開講座 国内一般市民 ゾウはなぜがんになりにくいか – がん幹細胞と代謝 - 100 

　遺伝子病制御研究所における社会貢献として、大学祭に併せて、学内の他研究所である低温科学研究所、

電子科学研究所、スラブ・ユーラシア研究センター及び創成研究機構との共同開催という形式で研究所の一

般公開を 6月 7日（土）実施し、各研究室の研究内容をパネルで紹介し、簡単な実験体験、顕微鏡観察のコー

ナーを設けたほか、iPS 細胞、免疫、がん、乳酸菌に関するサイエンストークを実施し、910 名の参加があった。

　また、中・高校等の学生を対象に、基礎医学研究に触れる機会を提供するため学外へ出張する出張講義を行っ

た。

　社会貢献として、研究所の一般公開、シンポジウム開催、講演や公開講座・セミナーの開催による科学知

識の啓発活動を積極的に実施しており、社会に向けての発信の一翼を担っている。

　以上のことから、実質的な活動を行っていると判断できる。
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Ⅳ　附属施設

４-１ 附属動物実験施設

○入館者数

入館者数

12,500

12,000

11,500
11,396

12,067

10,134

11,000

10,500

10,000

9,500

9,000
平成23年度 平成24年度 平成25年度

○年度毎の１日平均飼育ケージ数
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マウス
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○ノックアウトマウス作製実績累計総数

ノックアウトマウス

組換えES細胞

25
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5

0
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　遺伝子病制御研究所において科学的および倫理的に適正な動物実験を実施するための共同利用環境の整備

を目的として、平成 12 年 4 月に設置された。平成 20 年には医学部北棟の改築に伴い建物設備が一新された。

その前身は、昭和 51 年に設置された免疫科学研究所附属免疫動物実験施設である。一般飼育室の他、遺伝子

組換え動物作製室、Ｘ線照射室、BSL2 および BSL3 の感染実験室、検疫室などが配置され、全館に空調設備が

完備されている。

　最大収容数は、マウス 1,500 ケージ、ラット 150 ケージ程度となっている。学外者の共同利用のために、

飼育室１室（マウス 120 ケージまたはラット 80 ケージ程度収容可能）が準備されており、これとは別に BSL3

レベル迄の感染実験も受け入れ可能である。

　遺伝子病制御研究所では、「遺伝子病」、特に感染症、免疫疾患、がんにフォーカスした高水準の研究が推

進されている。当施設では、これらの研究分野において重要性が増している動物実験の基盤を支えるため、

床面積 650 m2 という小規模施設でありながら最新鋭の高度な設備や技術支援体制を整備し、利用者のニーズ

年度 23 年度 24 年度 25 年度

マウス 936 1123 1255

ラット 79 43 36

年度 23 年度 24 年度 25 年度

組換え ES 細胞 6 7 9

ノックアウトマウス 8 9 11
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に沿った管理運営を遂行してきた。

　設備の具体例としては、BSL3 までの病原体を取り扱える実験室を保有しており、感染症研究に大きく貢献

した。また、免疫研究に多用される X 線照射装置や、近年注目されている生体内イメージングが可能な IVIS

システムならびに小動物用X線CT装置を設置している。これらの装置は平成24年度からオープンファシリティ

に登録し、研究所外からの利用希望者の受け入れも開始した。

　技術支援としては、増加の一途をたどっている遺伝子組換え動物の円滑な利用を目的として、系統維持の

ための受精卵凍結や、凍結受精卵からの個体作出、他機関からのマウス導入時の発生工学的クリーンアップ

などを行った。さらに、平成22年4月には北海道大学で初となるノックアウトマウス作製支援体制を立ち上げ、

外部機関への委託と比較して安価かつ短期間で組換え ES 細胞やキメラマウスを作製することで学内の研究者

に貢献した。

　上記に加えて当施設は、動物実験のあり方や動物の愛護について多くの法令や省庁基準を遵守することが

求められ、ルールが厳格化される状況に適切に対処し、安全かつ効率的な施設運営を維持してきた。独自の

安全管理としては、近年増加傾向にある研究者の実験動物アレルギーに対して「実験動物アレルギー対策マ

ニュアル」を作製し、事故防止の徹底に努めている。

　以上の理由から、期待される水準を上回ると判断した。
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Ⅷ　研究活動
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Ⅸ　施設 ・設備

８-１ 施設・設備

○共通機器一覧

共通機器 概要

細胞解析装置

蛍光ラベルした細胞浮遊液を高速で流し、レーザービームを照射して、蛍光の識別とその強度を測定し、

個々の細胞の DNA 量や特定分子の発現量、あるいは細胞集団内における特定細胞の存在比などを解析

する。

細胞分離解析装置

蛍光ラベルした細胞浮遊液を高速で流し、レーザービームを照射して、蛍光の識別とその強度を測定し、

目的の細胞のみを選別・分取する。４レーザー（488nm、633nm、405nm、375nm）を搭載。目的とする

細胞はチューブならびにマルチウエルプレート（6、12、24、48、96、384）に分取することが可能。

遺伝子解析装置（DNA シーク

エンサー）
DNA の塩基配列を自動的に解析する。

リアルタイム PCR 装置

サーマルサイクラーと分光蛍光光度計を一体化したシステムを用いて PCR による DNA の増幅と検出を

ひとつのチューブ内で同時に行い。増幅産物の生成量をリアルタイムで検出し、解析する。反応開始

から終了までリアルタイムに反応をモニタリングし、増幅産物の生成の過程を連続してみることがで

きるため、得られた増幅曲線から、微量なサンプルでも正確な定量分析を行える。

マイクロアレイ解析装置

遺伝子の発現量を網羅的に解析する装置で、一度に 4 万個の遺伝子の解析が可能。マイクロアレイ上

のスポットの蛍光強度を読み取り、数値化を行う。対応蛍光色素は Cyanine3、Cyanine5。アレイは

Agilent 社製のものに限られる。

バイオアナライザー
マイクロフルイディクス技術を用いたプラットフォームの中で、DNA、RNA、タンパク質、細胞の 4 つ

の分析を行う装置。

正立型共焦点レーザー顕微鏡

システム

レーザー光で励起した試料の蛍光・透過光を検出し、試料の二次元・三次元画像を得ることができ、

試料の経時変化を追跡することも可能。また、得られた画像データを専用ソフトにより解析可能。

倒立型電動オートフォーカス

顕微鏡システム

高 S/N の蛍光観察から位相差観察まで多様な観察法に対応し、試料の二次元・三次元画像を得ること

ができ、試料の経時変化を長時間正確に追跡する。また、得られた画像データーを専用ソフトにより

解析可能。

レーザーマイクロダイゼク

ションシステム

組織切片標本や染色体をひろげた試料中の特定領域のみを回収するための装置。組織標本などの中か

ら均質な細胞群、または単一細胞のみを回収し、疾患や生命現象を解明するための分析が可能。

クリオスタットミクロトーム 急速凍結させた臓器片等から顕微鏡観察用の凍結組織標本を作製する装置。

超高速遠心分離システム 超高速回転で大きな重力を発生させ、溶液中の微細な粒子（溶質）を沈降・分離する。

画像解析装置
化学発光、生物発光、蛍光検出、可視検出、画像解析に対応する高感度 CCD イメージャーを使用し、

PC にデータを取り込み画像解析する。

マイクロプレートリーダー 1～ 1536 ウエルプレートに対応し、吸光・蛍光・発光・時間分解蛍光・蛍光変更偏光の各種測定が可能。

小動物実験用イメージング装置

Xenogen 社製 IVIS imaging System IVIS　Spectrum：小哺乳動物の in vivo において化学発光または

蛍光から得られる微量光を、宇宙線などの極微量の外光線も遮断できる特殊な測定用暗箱と超高感度

冷却 CCD カメラを用いて検出し、画像解析を行う。

ALOKA 社製　Latheta　LCT-200：小動物（マウス・ラット・小型ウサギ）の X 線断層撮影装置であり、

24 μ m の高分解能で高速に断層像を連続撮影し、3次元画像を構築することが可能である。

X線照射装置
小動物（マウス・ラット）や細胞等に X 線を照射し、放射線が生体に及ぼす影響を研究したり免疫不

全動物を作成する実験に利用できる。
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Ⅹ　その他

平成２５年度北海道大学各種委員会等一覧
委員会等名 ２５年度氏名 職名 任期 期間

評  議  会（教育研究評議会） 髙　岡　晃　教 所　長 職指定

部局長会議（部局長等連絡会議） 髙　岡　晃　教 所　長 職指定

教務委員会 髙　岡　晃　教 所　長 職指定

男女共同参画委員会 髙　岡　晃　教 所　長 職指定

男女共同参画推進委員 和　田　はるか 講  師 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

動物実験委員会 清　野　研一郎 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

遺伝子組換え実験等安全委員会 野　口　昌　幸 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

放射性同位元素等管理委員会 近　藤　  　亨 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

放射性同位元素管理専門委員会 清　野　研一郎 教　授 無 17.11.29 ～

国際規制物資管理専門委員会 清　野　研一郎 教　授 無 17.11.29 ～

病原体等安全管理委員会
北　村　秀　光 准教授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

大  橋      貴 准教授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

遺伝子組換え実験等安全主任者 田　中　一　馬 教　授 2 年 25.4.1 ～ 27.3.31

図書館委員会 清　野　研一郎 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

図書館点検評価小委員会 清　野　研一郎 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

北海道大学附属図書館学術研究コンテンツ小委員会委員 清　野　研一郎 教　授 1 年 24.4.1 ～ 26.3.31

北海道大学附属図書館学術成果発信小委員会 清　野　研一郎 教　授 1 年 25.4.1 ～ 26.3.31

アイソトープ総合センター運営委員会 大　橋  　　貴 准教授 2 年 24.7.1 ～ 26.6.30

　　　〃　　　点検評価委員会　 大　橋　  　貴 准教授 2 年 24.7.1 ～ 26.6.30

　　　〃　　　放射線障害予防安全委員会 大　橋  　　貴 准教授 2 年 24.7.1 ～ 26.6.30

　　　〃　　　運営委員会広報専門委員会 大　橋　　  貴 准教授 2 年 24.7.1 ～ 26.6.30

　　　〃　　　運営委員会教育訓練専門委員会 大　橋　  　貴 准教授 2 年 24.7.1 ～ 26.6.30

保健センター運営委員会 瀧  本  将  人 准教授 2 年 25.4.1 ～ 27.3.31

情報基盤センター情報ネットワークシステム学内共同利用委員会 野　口　昌　幸 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

「全学教育科目」担当責任者 昆　　　　俊亮 助　教 2 年 25.4.1 ～ 27.3.31

高分解能核磁気共鳴装置研究室運営委員会 濱  田  淳  一 准教授 2 年 25.6.1 ～ 27.5.31

エネルギー分散・波長分散蛍光 X線分析研究室運営委員会 森　口　徹　生 助　教 2 年 25.8.16 ～ 27.8.15

核磁気共鳴装置研究室運営委員会 瀧  本  将  人 准教授 無 19.4.1 ～

光電子分光分析研究室運営委員会 和　田　はるか 講  師 3 年 24.4.1 ～ 27.3.31

高エネルギー超強力Ｘ線回折室運営委員会 清　野　研一郎 教　授 2 年 25.4.1 ～ 27.3.31

動物死体焼却炉運営委員会 富　岡　幸　子 助　教 2 年 25.4.1 ～ 27.3.31

先端生命科学研究院放射線障害予防安全委員会 北　村　秀　光 准教授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

人獣共通感染症リサーチセンター協議委員会 田　中　一　馬 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

医の倫理委員会 清　野　研一郎 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

医の倫理委員会遺伝子解析審査専門委員会 清　野　研一郎 教　授 2 年 24.4.1 ～ 26.3.31

産学連携連絡会連絡員 北　村　秀　光 准教授 無 ―

国際担当教員 志  田  壽  利 教　授 なし ―

北海道大学大学院薬学研究創薬科学研究教育センター運営委員会委員 藤　田　恭　之 教　授 2 年 25.4.1 ～ 27.3.31

環境負荷低減推進員 清　野　研一郎 教　授 2 年 23.4.1 ～ 25.3.31

創成研究機構生物機能分子研究開発プラットフォーム推進センター管理委員会 森　松　正　美 准教授 1 年 25.4.1 ～ 26.3.31

創成研究機構共用機器管理センター共用機器部門運営小委員会 藤　田　恭　之 教　授 2 年 25.6.1 ～ 27.5.31

大型競争的資金検討委員会構成員 藤　田　恭　之 教　授 2 年 25.4.1 ～ 27.3.31

北海道大学 OCW 連絡責任者 清　野　研一郎 教　授 25.7.1 ～ 26.3.31

男女共同参画委員会企画調査専門委員会委員 和　田　はるか 講　師 2 年 25.9.1 ～ 27.8.31



−　140　− −　141　−

兼業状況一覧
（平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月許可分）

兼業先及び職名 期間
勤務態様 備

考定期 不定期 期間中 時間

廣瀬　哲郎 教授

産業技術総合研究所 客員研究員 25.9.1 26.3.31 月 4 1 回 8 時間

熊本大学 非常勤講師 25.9.20 26.3.31 10 回 1 回 1.5 時間

日経ＢＰ社 講演会演者 25.11.15 25.11.15 1 日 1 回 2 時間

近藤　　亨 教授

理化学研究所 客員主管研究員 25.4.1 28.3.31 月 2 1 回 2 時間

東京大学先端科学技術研究
センター

研究会演者 25.12.18 25.12.18 1 日 1 回 2 時間

AlphaMed Press STEM CELLS
a s s o c i a t e 
editor

26.1.24 26.12.21 年数回 1回 1時間

濵田　淳一 准教授

琴似看護専門学校 非常勤講師 25.4.1 26.3.31 年 13 回 1 回 1.5 時間

鳥取大学 非常勤講師 25.4.1 26.3.31 1 回 1 回 2 時間

藤女子大学 非常勤講師 25.9.19 26.3.31 火 1 回 4 時間

髙岡　晃教 教授

札幌医科大学 非常勤講師 25.4.1 26.3.31 年 1 1 回 2 時間

東京大学 非常勤講師 25.4.1 26.3.31 年 1 1 回 2 時間

群馬大学 非常勤講師 25.4.1 26.3.31 年 1 1 回 6 時間

北陵内科医院

医療アドバイ
ザー

25.4.1 26.3.31 月 1-2 1 回 16 時間

非常勤医師 25.4.1 26.3.31 月 1-2 1 回 23 時間

石黒胃腸病院
医療アドバイ
ザー兼非常勤
医師

25.5.16 26.5.15 月 1-2 23 時間

Res e a r c h  C e n t e r  f o r 
Molecular Medicine of 
the Austrian Academy of 
Science

招待講演者 25.7.1 25.7.1 1 日 1 回 9 時間

秋山記念生命科学振興財団 評議員 25.7.1 29.6.30 年 2 1 回 1.5 時間

砂川慈恵会病院
医療アドバイ
ザー兼非常勤
医師

25.8.5 26.7.31 年 1-2 約30時間

北海道札幌清田高等学校 講義演者 25.11.6 25.11.6 1 日 1 回 1.5 時間

野口　昌幸 教授 札幌しらかば台病院 非常勤医師 25.4.1 26.3.31 月 1-2 1 回 15 時間

志田　壽利 特任教授

国立病院機構熊本医療セン
ター

原稿作成 25.10.23 25.10.23 1 日 1 回 6 時間

研修講義 25.11.22 25.11.22 1 日 1 回 1.5 時間

金沢大学 特別講演演者 25.11.26 25.11.26 1 日 1 回 1 時間

藤田　恭之 教授

株式会社カン研究所

講演会講師 25.7.9 25.7.9 1 日 1 回 2 時間

デ ィ ス カ ッ
サー

25.7.31 25.7.31 1 日 1 回 5 時間

コ メ ン テ ー
ター

25.12.6 25.12.6 1 日 1 回 7 時間

北海道教育委員会
ワークショッ
プ講師

25.8.12 25.8.12 1 日 1 回 1.5 時間

生化学若い研究者の会
シンポジウム
講師

25.8.30 25.8.30 1 日 1 回 2.5 時間

大阪大学蛋白質研究所 セミナー演者 25.11.28 25.11.28 1 日 1 回 1 時間
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清野　研一郎 教授

理化学研究所 客員研究員 25.4.1 26.3.31 月 1 1 回 2 時間

筑波大学 非常勤講師 25.4.26 25.4.26 1 日 1 回 20 分

大日本住友製薬株式会社 講演会座長 25.7.20 25.7.20 1 日 1 回 50 分

第一三共株式会社 講演会講師 25.8.31 25.8.31 1 日 1 回 1 時間

エーザイ株式会社エーザイ・
ジャパン

座長及びコメ
ンテーター

25.9.6 25.9.6 1 日 1 回 2 時間

北海道教育委員会 講義演者 25.11.8 25.11.13 2 日 2 日 4 時間

金沢大学
シンポジウム
座長

25.11.19 25.11.19 1 日 1 回 1 時間

第 10 回宮崎サイエンスキャ
ンプ

招聘講演座長 26.2.15 26.2.15 1 日 1 回 0.5 時間

和田　はるか 講師
ヒューマンイムノロジー
フォーラム事務局

講演会演者 25.12.14 25.12.14 1 日 1 回 3.5 時間

西村　孝司 教授

ＮＰＯ法人イムノサポートセ
ンター

理事長 25.4.1 26.3.31 月 5 1 回 2 時間

文部科学省科学技術政策研究
所

専門調査員 25.5.1 26.3.31 月 1 1 回 1 時間

琉球大学 非常勤講師 25.5.1 26.3.31 年 1 1 回 3 時間

北村　秀光 准教授

第 75回日本血液学会学術集
会

講演演者 25.10.11 25.10,13 2 日 2 日 1 時間

中外製薬株式会社 勉強会演者 26.1.29 26.1.29 1 日 1 回 3 時間

田中　一馬 教授

日本生化学会

評議員 25.4.1 26.3.31 年 1 1 回 3-4 時間

北海道支部長
兼任理事

25.11.22 27.11.20 年 2-3 1 回 3 時間

第 4 回新学術領域　発がん
スパイラル国際シンポジウ
ム

シンポジウム
座長

26.2.10 26.2.10 1 日 1 回 1 時間

山本　隆晴 助教 チュンナム国立大学 招待講演者 25.11.18 25.11.18 1 日 1 回 40 分

佐野　孝光 助教 理化学研究所 客員研究員 25.4.1 26.3.31 月 1 1 回 4 時間

三浦　恭子 講師

山口大学 非常勤講師 26.2.1 26.3.31 年 2 1 回 4 時間

慶応義塾大学
特任講師
（非常勤）

26.2.1 26.3.31 週 1 1 回 2 時間

公益財団法人　東京都医学
総合研究所

セミナー演者 26.3.5 26.3.5 1 日 1 回 1.5 時間

アドバイザー 26.3.5 26.3.5 1 日 1 回 1 時間

宮崎　忠昭 特任教授
藤女子大学 非常勤講師 25.4.1 26.3.31 15 回 1 回 1.5 時間

札幌医科大学 非常勤講師 25.4.1 26.3.31 年 2 1 回 2 時間

森松　正美 准教授
日本実験動物科学技術さっ
ぽろ 2014

実行委員長 25.8.1 26.7.31 4 回 1 回 4 時間

吉山　裕規 准教授 鹿児島大学 セミナー演者 25.10.7 25.10.7 1 日 1 回 1 時間

地主　将久 准教授

山口大学 講演会演者 25.7.4 25.7.4 1 日 1 回 2 時間

アステラス製薬株式会社 アドバイザー 25.7.9 25.7.9 1 日 1 回 1 時間

愛知県がんセンター研究所 セミナー演者 25.10.8 25.10.8 1 日 1 回 1 時間

協和発酵キリン株式会社
ディスカッサ
ント

25.11.15 25.11.15 1 日 1 回 2 時間

日本免疫学会学術集会 講演者 25.12.12 25.12.12 1 日 1 回 2.5 時間

米田　明弘 助教
公益財団法人　神澤医学研
究振興財団

講演会演者 25.6.7 25.6.7 1 日 1 回 2時間10分

瀧本　将人 准教授
医療法人田中メディカル札
幌田中病院

非常勤医師
25.4.1 26.3.31 月 2 1 回 22.5時間

25.4.1 26.3.31 月 1 1 回 15 時間




